
 

 

 

 

 

 ６月は「食育月間」です。食べることは、生きるために欠かせないことです。そして健康で

豊かな生活を送るうえでも大切です。とくに子どもたちにとっては、心や体の成長に大きな影

響を与えます。この機会にぜひ日頃の食生活について見直してみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年５月３１日(金) 

能登町小木共同調理場 

 

６月４日からの１週間は、厚生労働省、文部科学省、日本歯科医師会、日本学校歯科

医会が実施する「歯と口の健康週間」です。食事をおいしく食べて、健康な体をつくるに

は、歯と口が健康でなくてはなりません。丈夫で健康な歯と口を保つために、日頃からよく

かんで食べる習慣をつけましょう。 

 
よくかんで食べることは、健康づくりの第一歩です！ 

★一口30回を 

意識し、よく 

味わって食べる 

 

★食べ物を水分で

流し込まない 

 

★かみごたえのある食べ物を取り入れる 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「人生100年時代」といわれるようになりました。生

涯にわたって、心身ともに健康で生き生きと暮らして

いくために、あらゆる世代の人が「食べる力」を身に

つける必要があります。特に、子どもたちに対しては、

健全な心と体を培い、豊かな人間性を育んでいく基

礎となる「食育」を、家庭・学校・地域が連携し、推進

していくことが重要です。 

 

★カルシウムを意識してとる 

 

★食べた後は 

しっかり歯

をみがく 

 

★食事やおやつ 

は決まった時間

に食べる 

 


